
掃除や配膳をするロボット、調べものの手助けや話し相

手になるAI。生活に日々浸透していく彼らのことを、私

達はどれぐらい知っているのでしょう。

機械や人工知能は、どこまで人間に近づけるの？ 心は

芽生える？ そんな疑問に本から深堀してみましょう。

ロ ボ ッ ト ・ A I

ぴかぴかのロボット「ロズ」が無人島に流れ

着きました。動物をお手本に暮らし始めたロ

ズは、ある日、たまごを拾い・・・。ロボットと

ひな鳥の、不思議な親子の物語です。

ピーター・ブラウン／作
まえざわあきえ／訳
小学館やせいのロボット

キャサリン・アップルゲイト ＆
ジェニファ・チョールデンコウ／作
尾高薫／訳
セツサチアキ／絵
偕成社

足を一本失った保護犬のチャンスがくらす

保護施設には、たくさんの犬やロボット犬

がいます。犬たちの切ない心情にせまるお

話です。

保護犬チャンスと
ロボット犬

川原繁人／著
KADOKAWA

AIと人間の“会話”はどこまで本物か？

対話型AIについて懐疑的だった言語学者

が、健全に付き合うために考えたことを、

会話劇の形式で紹介します。

友だち以上恋人未満
の人工知能

今

月

の

特

集

その他の特集本は、図書館HPに掲載してあります。
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